
どーむは、「喫茶営業」、「スイーツ製造」、「清掃」
の仕事を行っています。

「喫茶いずみ」は、障害者センター内にあり、隣の
いずみプラザに立ち寄ったお客さまをはじめ地域

のさまざまな方にご利用いただいています。
スイーツは、地域の中に工房を構え、保存料不使用・無着色の安心・安全
なお菓子の製造を行っています。
販売は、東京経済大学の学生さんと定期的にコラボ会議を行い、大学の
生協や構内で販売を行うほか、地域のイベントにも出店しています。
清掃作業は、「きらっと」とネームを入れたユニホーム
で、主に市役所清掃など、市民の皆さまが利用される
場所をきれいにしています。
これからも地域の皆さまとのつながりを大切にし、利
用者の皆さまが住み慣れた国分寺で、自信や夢をもっ
て、いきいきと働くことを応援します。
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あなたの世界を広げよう！
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第 14号国分寺市障害者地域自立支援協議会ニューズレター

＊本誌は、平成29年10月の創刊以来、年2回発行しています。第11号から誌面デザインを刷新し、表紙で市内の事業所等のご紹介をしていきます。
＊�平成19年1月「国分寺市障害者自立支援協議会」が、障害者自立支援法（現・障害者総合支援法）に基づき条例設置されました。そして、平成28年10月に、再編された「国分寺市障害者地域自立支援協議会」として要綱設置
され、障害のある人もない人ともに自分らしく暮らせる地域づくりの実現を目指しています。会議は原則公開され、市のホームページ上に、議事録を公表しています。

ショートステイ（短期入所）、ミドルステイの紹介

喫茶いずみ 日替わり弁当
ヤンニョムチキン

特集

どーむ（働夢）
サービス管理責任者　山邉 泰子

東京経済大学 尾崎ゼミ
当ゼミは、経済と福祉を結ぶ体系的な知識や思考力を養う〈机上学
習〉と、「どーむ」などと協働する〈実践活動〉の二本立てが特徴で
す。学生は、利用者の方々が作ったスイーツの価値を高めたり、売
り上げを伸ばすための工夫やアイデアを持ち寄り施設の職員と一緒
に戦略を立て、利用者の方とともに販売実践を行うことで生きた知
識を吸収することができます。14年間続くこの取組みの積み重ねは、
互いの価値観を認め合う｢等身大の交流｣を実現し、確実に学生の成
長をもたらしています。おかげさまで、就職先に福祉職を選ぶなど、
より社会貢献を意識した進路を選択する若い人財を世に送り出す成
果にもつながっています。
� 経済学部教授 尾崎寛直
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チキンのトマト煮

Sweets＆Hand Made Fair 2023
に出店

ハンバーグ定食

販売会の様子

市役所清掃作業
チーム きらっと

喫茶いずみ （テイクアウトもできます）
ホッと一息できる空間となっています。日替わり弁当を中心に、ド
リンクとスイーツをご用意しております。是非、ご利用くださいませ。
営業日：	�平日（祝日を除く）午前11時30分～午後3時30分
住　所：	国分寺市泉町 2-3-8 国分寺市障害者センター内 喫茶いずみ
tel：042-321-1212（平日：午前9時～午後５時30分） 万葉の里

スイーツいずみ
販売日：	火曜日 午前10時～12時、
	 水・木・金曜日 午前10時～午後3時（祝日を除く）
住　所：国分寺市泉町3-10-1
※ご予約は、お受け取りの予定日より10日前までにご連絡ください。
予約連絡先：喫茶いずみ 左記連絡先

お菓子の決め手となる
生地作り

制服を
きて接客～日替わり弁当～

・本誌は、国分寺市内の障害福祉サービス等の支援者に向けて記事を構成しています。
・�利用者と共に本誌を手に取ってご高覧いただき、必要な記事を共有してください。

市のウェブサイトにも誌面を掲載しております。ご活用願います。ページ番号
1017321

・�今後の誌面づくりのために、ご意見・ご感想を下記事務局までお寄せください。

視覚障害のある方のために、誌面の本文を Word テキストで
ウェブサイトに掲載しております。
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今号は、どーむ（社会福祉法人万葉の里、
就労継続支援 B型事業所）をご紹介します。

「令和６年能登半島地震」支援金の受付について
1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により､ 被災
された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
国分寺市社会福祉協議会では、災害ボランティア活動に対
する支援金の受付を行っています。
お預かりした支援金は、中央共同募金会に送金し、被災地
の災害ボランティアセンター等と連携して行う、ボランティ
ア団体・NPO 等の活動を支援いたします。皆さまの温かい
ご支援、ご協力をお願いいたします。
受付場所 	�社協事務局、ボランティア活動センターこくぶんじ、

権利擁護センターこくぶんじ
問合せ先 	042-324-8311 （平日：午前9時～午後5時）
e-mail 	info@ko-shakyo.or.jp
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Ｑ .	利用料金について 

Ａ .�	�利用者の方の負担は、原則、利用料金の1割となっています
が、介護給付費利用者負担額は、所得区分に応じて、月ごと
に負担額の上限が決められています。

	 詳しくは、障害福祉サービス受給者証をご確認ください。
Ａ .�	�食費、そのほか、水光熱費は自己負担となります。詳細は、

各事業所にお尋ねください。

Ｑ＆Ａ

国分寺市福祉部障害福祉課
〒185-8501
東京都国分寺市戸倉1-6-1
電話：042-325-0111
FAX：042-324-6831

国分寺市障害者基幹相談支援センター
〒185-0002
東京都国分寺市東戸倉2-7-26 2階
電話：042-320-1300
FAX：042-313-8823

障害や難病のある方で、障害支援区分認定調査を受け、「短期入所」
の支給決定を受けた方がショートステイを利用できます。

各施設のショートステイの利用を希望される方は、各事業所に連
絡をし、面談の日程を予約してください。

利用面談
短期入所の概要の説明や、利用者の状況、支援に必要な情報、家
族の希望等をお聞きします。
見学等を経て、利用を希望する場合は、事業所との契約、登録、
利用日の調整などを行います。

実際の宿泊前に、日中の時間帯で短時間のお試し利用もおススメ
しています。
※お試し利用には、「日中一時支援」の受給者証が必要となります。

�その後、利用予約してから、本人のペースにあわせて利用開始と
なります。
利用当日は、持ち物を確認の上、忘れ物のないように行きましょう。

（送迎は付いていません。有償の送迎サービス等の紹介もできます）

基幹からのお知らせ
◆�障害のある方向けの「防災情報」まとめサイト
大きな地震や台風などの災害に備えるためには、必要なもの
や助けてくれる人を事前に確認することが大切です。本サイ
トでは、障害のある方の災害対策の情報を紹介しています。

「もしも」に備えることで、安全で安心な生活を目指しましょう。
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名刺サイズチラシ（表面） 障害のある方向けの「防災情報」まとめサイト

自立支援協議会のニュース
◆�令和6年度の国分寺市障害者地域自立支援協議会
全体会と各専門部会は、どなたでも傍聴できます。
詳細は、国分寺市の公式ホームページをご覧ください。
ページ番号1014750
◆�市内の地域活動支援センターと社会福祉協議会とで、

防災について検討しました
「防災情報」まとめサイトを見るほか、災害対応カードゲーム
教材「クロスロード」をグループに分かれて行い、防災に
参加者同士、意見を出して考えました。最後に、３日分の
保存食と水の量を再確認し、実際に保存食を食しました。
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3日分の保存食と水 会議の様子

ショートステイ利用の流れ


